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令和4年  （2022年）11月1日 第 2 5 9 号     （4)か　ま　く　ら　議　会　だ　よ　り

９
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か

ら
２
件
の
議
案
が
、
委
員
会
か
ら

１
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
25
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
軍
に
よ
る
民
衆

の
弾
圧
の
即
時
停
止
と
民
主
的

政
治
体
制
の
回
復
を
促
す
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て【
議
会
議
案
第
２
号
】

（
意
見
書
の
本
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
等
整
備
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

【
議
会
議
案
第
３
号
】

（
詳
細
は
１
面
に
掲
載
）

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
20
号
】

令
和
３
年
９
月
定
例
会
に
お
い

て
議
決
し
た
（
仮
称
）
お
な
り
子

ど
も
の
家
等
耐
震
改
修
お
よ
び
増

築
工
事
に
つ
い
て
、
物
価
水
準
等

が
変
動
し
た
こ
と
に
伴
う
必
要
経

費
の
増
額
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
、
当
初
の
契
約
金
額
２
億
９
０

８
４
万
円
に
、
今
回
、
消
費
税
額

お
よ
び
地
方
消
費
税
額
を
含
む
２

６
７
万
３
千
円
を
増
額
し
、
変
更

後
の
契
約
金
額
を
２
億
９
３
５
１

万
３
千
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
22
号
】

鎌
倉
市
放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ

ば
条
例
に
定
め
る
放
課
後
子
ど
も

ひ
ろ
ば
「
に
か
い
ど
う
」
お
よ
び

放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
「
い
な
む

ら
が
さ
き
」、
な
ら
び
に
鎌
倉
市

子
ど
も
の
家
条
例
に
定
め
る
鎌
倉

市
に
か
い
ど
う
子
ど
も
の
家
「
め

だ
か
」
お
よ
び
鎌
倉
市
い
な
む
ら

が
さ
き
子
ど
も
の
家
「
い
な
ほ
」

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
株
式
会

社
明
日
葉
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。
期
間
は
令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の

５
年
間
で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
32
号
】

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
男
性
職
員
に
よ
る
育
児
の

促
進
や
女
性
職
員
の
活
躍
促
進

を
図
る
た
め
、
育
児
休
業
の
取
得

回
数
制
限
の
緩
和
等
を
行
お
う
と

す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て【
議
案
第
35
号
】

鎌
倉
市
立
腰
越
保
育
園
の
建

て
替
え
整
備
を
行
う
に
当
た
り
、

そ
の
間
、
仮
設
園
舎
に
移
転
す
る

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
位
置
を
腰
越

５
丁
目
11
番
17
号
か
ら
腰
越
１
５

３
５
番
地
１
に
改
め
る
と
と
も

に
、
建
て
替
え
整
備
の
完
了
後
に

同
園
を
民
営
化
す
る
こ
と
に
伴

い
、
条
例
中
の
同
園
の
規
定
を
削

除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

位
置
の
変
更
に
係
る
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
４
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則

で
定
め
る
日
か
ら
、
民
営
化
に
よ

り
同
園
の
規
定
を
削
除
す
る
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

19
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
廃
棄
物
の
減
量
化
、
資
源

化
及
び
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て【
議
案
第
36
号
】

事
業
者
が
排
出
し
た
ご
み
の
処

理
に
関
す
る
適
正
な
費
用
負
担

を
求
め
る
た
め
、
植
木
剪
定
材
の

事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料

を
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
１
３
０

円
か
ら
２
１
０
円
に
改
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
議
案
第
37
号
】

令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
等

臨
時
特
別
支
援
事
業
費
補
助
金

の
返
還
に
係
る
経
費
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
事
業
所
支
援
補
助

金
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

支
援
補
助
金
、
民
間
保
育
所
等
給

食
費
補
助
金
、
休
日
夜
間
急
患
診

療
所
業
務
に
係
る
経
費
、
住
宅
用

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ

機
器
等
補
助
金
、
肥
料
等
高
騰
支

援
補
助
金
、
燃
料
費
高
騰
支
援
補

助
金
、
公
衆
浴
場
設
備
整
備
費
等

補
助
金
、
公
共
交
通
原
油
価
格
高

騰
対
策
補
助
金
、
私
立
幼
稚
園
給

食
費
補
助
金
、
中
学
校
給
食
賄
材

料
費
、
鎌
倉
国
宝
館
管
理
運
営
に

係
る
光
熱
水
費
お
よ
び
体
育
施

設
管
理
運
営
に
伴
う
車
両
事
故
へ

の
損
害
賠
償
金
の
追
加
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も

に
３
億
１
９
９
万
３
千
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
総
額
は
６
８
９
億

７
８
７
５
万
５
千
円
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
こ
の
ほ
か
、
繰
越
明
許

費
の
設
定
お
よ
び
債
務
負
担
行

為
の
追
加
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

【
議
案
第
40
号
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
係
る
経
費
の
追
加

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入

歳
出
と
も
に
７
億
４
５
１
１
万
４

千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額

は
６
９
７
億
２
３
８
６
万
９
千
円

と
な
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
42
号
】

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方

を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
で
は
総
員
の
賛
成

に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

あ
ら
い

新
井
　

た
か
こ

貴
子
氏
（
大
船
在
住
）

み
と
め

三
留
　

と
し
お

利
夫
氏
（
岡
本
在
住
）

任
期
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

補

正

予

算

工
事
請
負
契
約
の
変
更

人

権

擁

護

委

員

指
定
管
理
者
の
指
定

条

例

関

係

議

案

令
和
４
年
９
月
定
例
会
が

29
日
間
の
会
期
に
て
終
了
し

ま
し
た
。
議
会
議
案
と
し
て

意
見
書
２
件
が
可
決
さ
れ
た

ほ
か
、
令
和
３
年
度
一
般
会

計
決
算
他
が
特
別
委
員
会
に

よ
り
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
本

会
議
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
議
会
広
報
委
員
会

で
は
、
幅
広
い
世
代
の
方
に

議
会
に
対
し
て
興
味
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本

紙
面
に
関
し
て
市
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

「
よ
り
読
み
や
す
く
・
わ
か
り

や
す
く
・
身
近
な
」
議
会
だ
よ

り
作
成
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
鎌
倉
市
の
主
役
は
市
民
の

皆
様
で
す
。
鎌
倉
市
議
会
は
そ

の
道
先
案
内
を
担
い
ま
す
。
よ

り
良
い
ま
ち
の
未
来
に
向
け
共

に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

　
　
　
議
会
広
報
委
員
　

中
里
　
成
光

編
集
後
記

編
集
後
記

可
決
し
た
意
見
書

９月定例会では、次の意見書提出に係る議会議案を
可決しました。なお、可決した意見書は、地方自治法第
99条の規定に基づき、関係機関に送付しました。
◇安倍晋三元首相の「国葬」実施の撤回を求める意
見書の提出について

◇ミャンマーの国軍による民衆の弾圧の即時停止と
民主的政治体制の回復を促すことを求める意見
書の提出について

可決した意見書
の全文は、こち
らからご覧いた
だけます↓

９
月
定
例
会

《
議
員
提
出
議
案
》

《
委
員
会
提
出
議
案
》

《
市
長
提
出
議
案
》

《
人
事
案
件
》

議決された主な議案
無

所

属

長
嶋
　竜
弘

◎
竹
田
　ゆ
か
り

◎
吉
岡
　和
江

◎
保
坂
　令
子

◎
森
　
　功
一

◎
大
石
　和
久

◎
中
村
　聡
一
郎

◎
日
向
　慎
吾

千
　
　
　一

岡
田
　和
則

中
里
　成
光

池
田
　
　実

前
川
　綾
子

後
藤
　吾
郎

く
り
林
　こ
う
こ
う

◎
藤
本
　あ
さ
こ

松
中
　健
治

鎌

倉

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

チ
ャ
レ
ン
ジ

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

鎌

倉

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考

え

る

会

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・
鎌

倉

鎌
倉
か
わ
せ
み

ク

ラ

ブ

夢
み
ら
い
鎌
倉

○：賛成 －：反対
※９月定例会では、市長提出議案 25 件、議員提出議案２件、委員会提出議案１件、陳情１件の採決を行いました。
※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

※会派は、政策を中心とした同一の理念を共有する２人
以上の議員で構成されます。

※会派に属する議員は代表質問を行うことができます。
また、議会運営委員会や予算・決算等特別委員会の委員
となることができます。

会 派 名

議 員 名 ※◎は会派の代表者
※前川綾子議員は議長のため、採決には参加していません。

主 な 議 案 議決結果
第20号 工事請負契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ －

第22号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ － － － － － －

第32号 鎌倉市職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第35号 鎌倉市保育所設置条例の一部を改正する条例の
制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ － － － －－ －

第36号 鎌倉市廃棄物の減量化、資源化及び処理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ － － －

第37号 令和４年度鎌倉市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－

第40号 令和４年度鎌倉市一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ －

第24号 令和３年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ － － － － － － － － － －

第2号 ミャンマーの国軍による民衆の弾圧の即時停止と民主的
政治体制の回復を促すことを求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第3号 新庁舎等整備に関する調査特別委員会の設置について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ －

そ
の
他

9
月
定
例
会

条
例

予
算

決
算

議
会
議
案

出
田
　正
道

久
坂
　く
に
え

児
玉
　文
彦

納
所
　輝
次

武
野
　裕
子

高
野
　洋
一

井
上
　 三
華
子

志
田
　一
宏

く
り
は
ら
　え
り
こ


